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主論文の要旨 
Serum hepcidin-25 level linked with high mortality in patients with non-Hodgkin 
lymphoma. 
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【要旨】 
本研究の目的は、貧血を合併した非ホジキンリンパ腫患者において、鉄利用障害と
炎症に関連するマーカーである血清ヘプシジン-25 と生命予後を 1 年間の前向き研究
にて行うことである。 
50 人の貧血（ヘモグロビンレベル<12g/dL）合併非ホジキンリンパ腫患者において、
血清ヘプシジン-25 を液体クロマトグラフィー・タンデム・マス・スペクトロメトリー
により測定した。血清ヘプシジン-25 の中央値にて患者を 2 群に層別化（高ヘプシジン
-25 群、低ヘプシジン-25 群）した。ヘモグロビンに関連する因子を、血清ヘプシジン
-25 とフェリチン、IL-6 を含めた炎症マーカーを用いて多変量回帰分析により検討し
た。血清ヘプシジン-25 と死亡率はカプラン・マイヤー法及び多変量ハザード回帰モデ
ルにて解析した。 
血清ヘプシジン-25 値の中央値は 49.8（0.6-269）ng/mL であり、健常人の参考値と
比較して約 9 倍高かった。ヘモグロビンレベルは低ヘプシジン-25 群に比較して、高ヘ
プシジン-25 群で有意に低かった。フェリチンや IL-6 と異なり、血清ヘプシジン-25
は有意なヘモグロビンの関連因子として抽出された。累積死亡率は、低ヘプシジン-25
群と比較して、高ヘプシジン-25 群にて有意に高かった（高ヘプシジン-25 群：56.0% vs 
低ヘプシジン-25 群：24.0%; P=0.0222）。高ヘプシジン-25 は死亡に対して約 4 倍高い
リスク因子であった（ハザード比［95％信頼区間］：3.66［1.12-16.4］）。 
本研究では、血清ヘプシジン -25 値は貧血合併非ホジキンリンパ腫患者において上昇
しており、高ヘプシジン-25 レベルを有する患者群では、より進行した貧血と、より悪
い生命予後を有していたことを示した。 
